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資料－４

境港流通プラットホームの設立
目的：境港において物流環境改善・商流拡大を促進させ、中海・宍道湖・大山圏域の産業競争力の強化に資する

港湾管理者

・国内フェリー・国内ＲＯＲＯ船の誘致 など

民 間

・グローバルな調達支援サービスの実施
・船を使った輸送モードへの転換の検討 など

個々の取組を一体化

２ これまでの取組

●物流環境の改善に向け、産学金官による「境港流通プラットホーム協議会」を立ち上げ、方策を検討し実施する

◆取組内容

１．物流の改善
①日本海側国内海上輸送のミッシングリンクを解消し、中海・宍道湖・大山圏域及び中国地方の物流の効率化を実現
②境港国際コンテナ航路・国際定期貨客船等の利用促進及び国内物流・国際物流の連結

２．物流・取引環境の改善
○物流サービス・輸送システムの改善及びビジネスマッチングの促進

ミッシングリンクの解消

輸送システムづくり
（小口輸送・ヘッド・シャーシ等）

圏内企業と圏外企業との
ビジネスマッチング

物流・取引
環境の課題

物流
の課題 境 港

国際貨物のマーケティング

国内RORO貨物の
マーケティング

国内・国際物流の連結

他港との連携

コールドチェーン構築・原料調達、
加工、国内外への輸送

１ 境港を取り巻く課題

（中海・宍道湖・大山圏域を中心とした物流拠点を境港に形成し、物流・商流の課題を解消するための枠組み）

・貿易支援機関等と連携した海外展開支援
・中露国境・極東アジア物流ルートの開拓 など

行 政

準備会を開催（平成27年1月・3月）

３ 境港流通プラットホームの設立
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境港流通プラットホームのスキーム

境港流通プラットホーム

・運送会社、荷役会社、船会社、金融、経済団体
・境港管理組合、中国地方整備局、鳥取県、島根県 その他

◆方策の実施・効果の検証

◆企画・立案・調整

協議会

事務局国内物流分科会

［方向性］日本海側国内海上輸送のミッ
シングリンクを解消し、境港の圏域及び
中国地方の物流の効率化を実現

［検討課題］国内RORO船の航路誘致など

国際物流分科会

［方向性］境港国際コンテナ航路・国際
定期貨客船等の利用促進及び国内物
流・国際物流の連結

［検討課題］国際貨物のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞなど

物流・取引環境改善分科会

［方向性］物流サービス・輸送システム
の改善及びビジネスマッチングの促進

［検討課題］ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ構築など

分科会メンバー 検討課題に応じたメンバーを招集する実働部隊

協議会メンバー

・商工会議所（会長：境港、副会長：米子・松江・出雲・平田・安来）
・有識者（鳥大、島大）
・金融（合銀、鳥銀、日本政策投資銀行）
・地元関係団体（環日本海経済活動促進協議会、境港水産振興協会、ジェトロ ほか）
・船会社（栗林商船、ＤＢＳクルーズフェリー、隠岐汽船）
・運送会社（ヤマトパッキングサービス、日本通運）
・荷役会社
・荷主会社
・行政機関

事務局メンバー

・境港管理組合
・中国地方整備局
・鳥取県
・島根県

［協議会の役割］：取組方針決定
進捗管理
情報共有

［分科会の役割］：具体的検討と行動

［ 港湾物流のマネジメント体制］

２

テーマ 2015年度 2016～2019年度 2020年度
2020年度
～

物
流
の
改
善

ミッシングリンクの解消
（RORO船定期航路の就航）

国内RORO貨物のマーケティング

輸送システムづくり
（小口輸送・ヘッド・シャーシ等）

他港との連携

国際貨物のマーケティング

国内・国際物流の連結

物
流
・
取
引
環
境

の
改
善

コールドチェーン構築・原料調達、
加工、国内外への輸送

圏内企業と圏外企業とのビジネス
マッチング

2015年度スケジュール（案）

協議会

分科会

調査

7～9月 10～12月 1～3月
2015年度

立ち上げ
H27まとめ

中間報告
H27まとめ（案）

物流の基礎調査

今年度の活動内容について

H28活動方針決定

H28活動方針（案）

●国内物流分科会
日本海側国内海上輸送のミッシングリンクを解消し、
境港の圏域及び中国地方の物流の効率化を実現

●国際物流分科会
境港国際コンテナ航路・国際定期貨客船等の利用促
進及び国内物流・国際物流の連結

●物流・取引環境改善分科会
物流サービス・輸送システムの改善及びビジネス
マッチングの促進

境港流通プラットホームの進め方

コンテナ
3.2万TEU/年

国際ﾌｪﾘー・
国際RORO
6万ft/年

定期化
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